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　　　　はばた

市
民
体
育
大
会

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

歯
賄

…
…
十

一
月

∂巴』

日
◎

一
－
一
日
㊥

　
昭
和
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
市
制
を
施
行
し
た
十
日
町

市
は
、
今
月
三
十
一
日
に
満
四
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念

す
べ
き
年
が
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
機
会
と

な
る
よ
う
に
、
市
で
は
昨
年
九
月
か
ら
「
市
制
施
行
四
十
周
年

記
念
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
、
検
討
を
重
ね
、
「
二

十
一
世
紀
へ
翔
く
十
日
町
、
今
ふ
る
さ
と
は
四
十
年
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
、
総
額
二
千
九
百
万
円
の
記
念
事
業
計
画
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
主
な
記
念
事
業
と
し
て
は
、
N
H
K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
、

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
を
歩
こ
う
、
市
民
体
育
大
会
、
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
種
団
体
や
地
域
が
行
っ
て
い
る
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
に
「
市
制

施
行
四
十
周
年
」
の
冠
を
つ
け
て
も
ら
い
、
四
十
周
年
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
で
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
計

画
で
す
。
ま
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
「
ボ
リ
シ
ョ
イ
サ

ー
カ
ス
」
を
招
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
種
記
念
事
業
に
市
民
総
ぐ
る
み
で
参
加
し
て
、
四
十
周
年

を
祝
う
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
て
、
市

民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

一
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

同時開催
1．記　念　式　典
2．地域文化民俗芸能フエステイバル
1．コモ市との交流・イタリアンフェア（共催）
2．十日町の明日を考えるシンポジウム

3．ほくほく線沿線を歩こう
4．「市民一斉清掃」及び「こみ減量化・再資源
5．アンギンシンポジウム

6．明治大学講座
7．市民体育大会
8．NHK夏期巡向ラジオ体操会
1．市勢要覧の発行
2．ふるさと十日町の唄愛蔵版CD作成
3．十日町市紹介ビデオ作成

li羅羅灘霧欝モ難鍵
2．情報館青写真発表
3．博物館常設展示室オープン

｛

量化・再資源化シンポジウム」

一F　　博物館開館15周年
　　博物館友の会15周年
　　常設展示室オープニング

「
τ
｛

　　モ欝雛i…
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、
轟
潟
灘
灘
獺
灘
難

ボ
リ
シ
ョ
イ
サ
ー
カ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
演

　
世
界
的
に
有
名
な
ロ
シ
ア
の
「
国

立
モ
ス
ク
ワ
ボ
リ
シ
ョ
イ
舞
台
サ
ー

カ
ス
」
の
公
演
が
五
月
十
三
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
丸

山
勇
会
長
）
が
、
四
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
三
月
二
十
日
か
ら
三
か

月
間
来
日
公
演
を
行
う
予
定
の
同
サ

ー
カ
ス
を
招
き
、
市
総
合
体
育
館
を

会
場
に
行
う
も
の
で
す
。
公
演
は
一

日
一
回
公
演
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
受
け
入
れ
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

灘
潟
講
簸
灘
腰

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
民
一
斉
清
掃

　
七
月
一
日
か
ら
ご
み
指
定
袋
（
燃

え
る
ご
み
）
の
導
入
、
．
焼
却
場
と
霧

谷
埋
立
地
へ
の
持
ち
込
み
ご
み
の
有

料
化
が
始
ま
り
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
五
月
十
五
日
㈲

に
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
き
、
ご
み
等
の
環
境
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、

昭
和
五
十
九
年
以
来
続
け
ら
れ
て
い

る
、
市
民
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

窮
潟
獲
羅
鰯
灘
麟
、

N
H
K
巡
回

　
　
　
　
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
の
全
市

民
を
対
象
に
、
会
場
を
水
沢
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
朝
六
時
三
〇
分
か
ら
、

N
H
K
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
公

開
番
組
を
開
催
し
ま
す
。

　
灘
潟

ほ
く
ほ
く
線

　
　
　
沿
線
を
歩
こ
う

　
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

北
越
北
線
を
良
く
知
り
、
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

沿
線
他
市
町
村
と
の
交
流
を
進

め
ま
す
。

難
、
翻
繭
隠
騨

市
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

　
市
民
体
育
大
会
は
四
年
に
一

度
、
十
日
町
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
が
一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り

と
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
今
回
は
「
市
制
施
行
四
十
周
年
記

念
」
の
冠
を
つ
け
て
記
念
大
会
と
位

置
づ
け
て
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
四

十
周
年
を
祝
い
ま
す
。

鵜
．
羅
．
』

十
日
町
の
明
日
を
考
え
る

　
　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
、
北
越
北
線

の
開
業
等
を
目
前
に
控
え
、
「
二
十
一

世
紀
の
十
日
町
市
」
を
創
造
す
る
最

良
の
機
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
一
部
オ
ー

プ
ン
と
、
高
速
交
通
体
系
に
組
み
込

ま
れ
る
十
日
町
市
の
、
こ
れ
か
ら
の

灘
　　　　　　　　　　　　　一一解・、，．，、ず．、叢
　　　　　　　　　　　　　、

趣向をこらした応援が大会を盛り上げます

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
さ
ぐ
る
と
と

も
に
、
ほ
く
ほ
く
線
に
対
す
る
マ
イ

レ
ー
ル
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

企
画
運
営
を
市
民
参
加
に
よ
る
実
行

委
貝
会
に
ゆ
だ
ね
、
ス
ー
パ
ー
特
急

の
十
日
町
停
車
の
必
要
性
を
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
総
決
起
大
会

と
位
置
づ
け
、
市
民
運
動
を
起
こ
す

契
機
と
し
ま
す
。

離
囎
潟
難
麟
態

記
念
式
典
・

地
域
文
化
民
俗
芸
能

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

コ
モ
市
と
の
交
流

　
記
念
式
典
と
地
域
文
化
民
俗
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
同
時
に
、
ク
ロ

ス
n
を
開
場
に
行
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は
、
市
政
功
労
者
の

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
域
文
化
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
地
域
の
民
俗
芸
能
保
存
会

に
よ
る
伝
統
芸
能
の
発
表
や
プ
ロ
の

芸
能
団
体
に
よ
る
演
奏
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　
コ
モ
市
と
の
交
流
で
は
、
現
在
十

日
町
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
を
通

し
て
、
コ
モ
市
の
公
式
使
節
団
の
来

市
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
実
現
す
る

と
記
念
式
典
へ
の
参
加
や
コ
モ
通
り

で
行
わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
ン
フ
ェ
ア
な

ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
コ
モ

市
民
と
十
日
町
市
民
と
の
交
流
の
輪

が
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

記
念
事
業
に

市
民
総
ぐ
る
み
で

　
　
　
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
今
月
三
月
三
十
一
日
に
満
四
十
年

を
迎
え
る
十
日
町
市
は
、
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
、
北
越
北
線
の
開
業
を
目

前
に
控
え
、
こ
れ
ら
重
点
施
策
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
と
市

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も

四
十
周
年
は
、
十
日
町
の
将
来
を
考

え
見
つ
め
直
す
絶
好
の
機
会
と
い
え

ま
す
。

　
「
二
十
一
世
紀
へ
翔
く
十
日
町
、
今

ふ
る
さ
と
は
四
十
年
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
、
市
民
体
育
大
会
や
地
域
文
化

民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
等
各
種
分
野
に
わ

た
る
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
四
十
周
年
を
祝
う

と
と
も
に
魅
力
あ
る
十
日
町
の
実
現

に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
㌧

平成6年3月10日3とおガ詐お
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4月から

　
　
　
監
区
画
整
理
課
を
新
設
　
　
古
田
島
ビ
ル
に
設
置

　
　
　
唖
下
水
道
課
を
移
転
　

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
料
金
は
水
道
局
が
取
り
扱
い
ま
す
）

　
四
月
一
日
か
ら
十
日
町
市
の
行
政
組

織
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主

な
見
直
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
の
紹
介
は
四

月
十
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㊥
効
率
的
な
行
政
運
営
と
事
務
処
理
の

　
よ
り
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
部
制
を

　
廃
止
し
ま
す
。

⑳
部
制
廃
止
に
伴
い
、
課
長
職
に
部
長

　
権
限
を
与
え
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

　
発
揮
と
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
り

　
ま
す
。

⑧
庁
議
（
市
の
重
要
事
項
を
協
議
す
る

　
会
）
は
、
引
き
続
き
設
置
し
、
メ
ン

　
バ
ー
は
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教

　
育
長
、
総
務
課
長
、
企
画
財
政
課
長

　
と
必
要
に
応
じ
て
担
当
の
課
長
を
入

　
れ
て
行
い
ま
す
。

⑭
区
画
整
理
課
を
新
設
し
、
駅
西
地
区

　
に
事
務
所
を
設
け
、
事
業
の
積
極
的

　
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

㊥
下
水
道
課
を
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ

　
移
し
、
事
務
事
業
の
執
行
体
制
の
合

　
理
化
と
事
務
委
託
に
伴
う
組
織
の
縮

　
少
、
一
部
係
の
所
属
替
を
行
い
ま
す
。

㊨
広
域
行
政
へ
の
積
極
的
な
対
応
、
保

　
健
医
療
福
祉
総
合
計
画
の
推
進
、
広

　
報
と
広
聴
の
一
体
化
に
よ
る
市
民
対

　
話
を
推
進
し
ま
す
。

⑱
東
京
事
務
所
の
設
置
は
、
そ
の
準
備

　
段
階
と
し
て
平
成
六
年
度
は
県
の
東

　
京
事
務
所
に
幹
部
職
員
一
人
を
研
修

　
派
遣
し
、
平
成
七
年
度
を
目
途
に
検

　
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

＝2＝＝｝

ジ
■　■

：＝

代田町）

～　7513

町地区の区画整

暇文化都市構想

するため、地権

、計画区域内の

置し、理解と協

　　囹古田島ビル2階（千1

　　囹盈52－7512　FAX52
　　〈事業第一係・事業第二係〉

　駅西地区の区画整理事業と西本

理事業、情報館建設を柱にした余

を進める事務事業を担当します。

　この大プロジェクト事業を推進

者の皆さんとの対話の窓口として

古田島ビル2階に区画整理課を設
力をお願いします。

　　∩‡日鴫へ↓　輯‡日　へ↓　輌醜．

←吉

暴
一

曹
鵠
り

　　口法務局

吉田島ピル

十E3町．

＝＝

一
＝

　　幽下水処理センターへ移転

　　囹盈52－7441　FAX52－7009
〈事務係・事業係・施設管理係（前下水処理センダー）〉

下水道料金の計算と収納は水道局が行い、その　下水道料金の計算と収納は水道局

他の事務事業は従来通りとなります

z舞

巳の畢務・畢菜は促米遍りとなります。

　　　冷
　　　十
　　　目

下甥響非毒
，r

亀盟西助
へ

高山太　線

橋諄

■転出・転入者の総合案内コーナー

　　（電気・電話・学校・上下水道手続きなど）

【】休日・夜間サービスコーナー

　　（戸籍謄抄本・住民票の申請）

　　　　　　を開設します！

■問い合わせ　市民課市民係（費57－3111内線143）

転
出
・
転
入
者
の

　
　
総
合
案
内
コ
ー
ナ
ー

ー
三
月
二
十
二
目
～
四
月
四
目
ー

　
三
月
か
ら
四
月
に
急
増
す
る
転
出
・

転
入
世
帯
の
利
便
を
図
る
た
め
、
第
一

回
目
の
総
合
案
内
コ
ー
ナ
ー
を
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
に
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
電
気
・
電

話
・
学
校
等
の
手
続
き
や
相
談
を
、
そ

の
場
で
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
開
設
し
ま
す
。
転
出
・
転
入
す

る
人
に
限
ら
ず
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
三
月
二
十
二
日
㈹
～
四
月

　
四
日
㈲
ま
で
。
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

■
場
　
所
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

■
手
続
き
内
容

税学郵電電

話
（
N
T
T
十
日
町
支
店
）

気
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
）

便
（
十
日
町
郵
便
局
）

校
（
教
育
委
員
会
）

金
（
税
務
課
）

水
道
・
下
水
道

　
　
　
　
（
水
道
局
・
下
水
道
課
）

転
出
・
転
入
等
（
市
民
課
）

■
【
ξ
ξ
テ
且
ξ
『
監
差
…
‘
ー
ー
ξ
「
F
ー
【
ξ
ー
距
■
…
2
ー
…
‘
…
－
、
一
…
ヨ
！
…
2
2
ー
…
ヨ
ー
旨
■
‘
【
旨
「
2
■
i
旨
…
…
と
と
ー
…
ξ
；
＝
頸
ヨ
ー
‘
ヨ
ー
嘔
ー
｝
ー
ト
曜
』
i
…
雪

休
日
・
夜
間
の

　
　
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
ー
一
年
中
申
請
で
き
ま
す
口

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
平
日
仕
事
の
都

合
で
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
申
請
に
こ
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、

四
月
一
日
か
ら
市
役
所
当
直
室
に
「
休

日
・
夜
間
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
i
」
を
開

設
し
ま
す
。

　
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
（
印

4



水
　
道

下
水
道

料
金
は
『
ハ
塑
申
』
で
お
知
ら
せ

ー
4
月
か
ら
水
道
料
金

　
　
　
　
　
点
検
表
を
廃
止
し
ま
す
1

　
　
　
市
で
は
、
四
月
か
ら
水
道
料
金
・
下
水
道
料

　
　
金
を
「
ハ
ガ
キ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ

　
　
ま
で
、
水
道
料
金
は
家
庭
の
メ
ー
タ
i
近
く
や

　
　
玄
関
に
貼
っ
て
い
た
「
水
道
料
金
点
検
表
」
に

　
　
よ
う
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
貼
る
場

　
　
所
が
な
い
、
美
観
を
そ
こ
ね
る
、
も
っ
と
早
く

　
　
金
額
が
知
り
た
い
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、
ハ
ガ

　
　
キ
に
よ
る
お
知
ら
せ
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
水
道
料

　
　
金
を
計
算
の
基
礎
に
し
て
い
る
た
め
、
行
政
組

　
　
織
の
見
直
し
に
よ
り
四
月
か
ら
水
道
局
が
取
り

　
　
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ハ
ガ
キ
は
水
道
料
金

　
　
の
お
知
ら
せ
と
同
様
に
な
り
ま
す
。

■
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ
（
月
の
十
日
頃
に
発
送
し
ま
す
）

ω
口
座
振
替
の
世
帯
　
ハ
ガ
キ
に
よ
り
①
当
月
分
の
水
道

　
料
金
②
前
回
分
の
領
収
済
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
こ
れ

　
ま
で
送
っ
て
い
た
振
替
後
の
領
収
書
は
廃
止
し
、
こ
の

　
ハ
ガ
キ
の
前
回
領
収
済
に
か
え
ま
す
。

②
集
金
人
が
集
金
す
る
世
帯
　
口
座
振
替
の
世
帯
と
同
様

　
で
す
が
、
領
収
書
は
集
金
時
に
発
行
し
ま
す
。

③
窓
口
払
い
の
世
帯
　
従
来
通
り
納
入
通
知
書
に
よ
り
納

　
め
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
際
、
前
回
分
の
領
収
の
お
知

　
ら
せ
も
し
ま
す
。

■
下
水
道
料
金
の
お
知
ら
せ
（
月
の
十
日
頃
に
発
送
し
ま
す
）

ω
口
座
振
替
の
世
帯
〉
水
道
料
金
と
同
様
と
言
姿

㈲
窓
口
払
い
の
世
帯

　
　
　
　
　
　
（
集
金
人
に
よ
る
集
金
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
　
水
道
局
事
務
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内

　
線
盟
）
　
下
水
道
課
管
理
係
（
費
内
線
胴
・
鵬
）
へ
。

　　《露鑛の嚢》

＠料登難発鳶雛躍う
　縫
①料金誹算表
⑧蓬慧嚢環

　観勃激燈灘蕪．

水道料金お知らせ用ハガキの「見本」

幾潟馨綴襟遺獲鶏料金耀隣お纈蔭懸　i欝園⑳氷遜料登領醸済⑳お叢酸鍵
籔8

秦田町辮

繋歳町驚丁目総番地

郎殿柔野騨

当月分の使駕水量及び料金は上記のi前圃の水道料金撲上記のとおりで
とおり懸すのでお鋪らせします。　　iすのでお知ら懸しま奮。
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　十日町市長1　　　　　　　　　牽日町市長
　　　　　　　　　　　　　　　阯
り　　　　　　　　　　　　谷折り

（水道使周料金お細らせ在中）

〒艇呂

十日町帯干歳町三丁目三番地

　　　十日町市長1水道局）
電話㊤257－57－3111　内線241

山折り

鑑
証
明
は
除
く
）
な
ど
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所
　
市
役
所
当
直
室
（
庁
舎

　
裏
側
職
員
玄
関
入
口
）

■
受
付
時
間
▼
平
日
…
午
後
五
時
十
五

　
分
～
午
後
十
時
▼
土
・
日
曜
日
・
祝
祭

　
日
…
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
十
時

■
申
請
で
き
る
人
の
範
囲

　
①
戸
籍
、
除
籍
、
改
製
原
戸
籍
の
謄

　
抄
本
…
本
人
ま
た
は
直
系
親
族
（
夫
、

　
妻
、
子
、
孫
、
父
母
、
祖
父
母
）

②
住
民
票
の
写
し
…
本
人
ま
た
は
同

　
一
世
帯
者

■
申
請
方
法

①
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
な
事

　
項
を
記
入
し
、
押
印
し
ま
す
。

②
備
え
付
け
の
返
信
用
封
筒
に
申
請

者
の
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
切
手
を

　
貼
り
ま
す
。
（
切
手
が
な
い
場
合
は
現

　
金
で
も
結
構
で
す
。
来
庁
し
て
交
付

　
を
受
け
る
場
合
は
不
要
）

③
手
数
料
を
支
払
い
ま
す
。
（
現
金
ま

　
た
は
定
額
小
為
替
）

　
◎
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
謄
抄
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
円

　
◎
戸
籍
謄
抄
本
　
　
　
　
四
〇
〇
円

　
◎
住
民
票
の
写
し
　
　
　
三
〇
〇
円

■
証
明
書
の
交
付
方
法

　
　
申
請
の
あ
っ
た
翌
日
処
理
し
て
、

本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　
翌
日
が
休
日
の
と
き
は
休
日
明
け
に

処
理
し
て
郵
送
し
ま
す
。
（
来
庁
し
て

交
付
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

冒
、
調
に
よ
倒
予
約

ー
金
曜
予
約
、
士
・
目
曜
交
付
層

　
平
日
の
開
庁
時
間
に
都
合
が
悪
く
来

庁
で
き
な
い
人
は
、
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
員
に
限
り
、
「
住
民
票
の
写
し
」
の

交
付
申
請
を
電
話
で
予
約
で
き
ま
す
。

　
「
住
民
票
の
写
し
」
の
申
請
は
、
金

曜
日
に
市
民
課
に
電
話
で
予
約
し
て
お

く
と
、
土
・
日
曜
日
に
市
役
所
の
当
直

室
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
巳
■
5
…
…
…
ヒ
9
…
…
～
，
｝
i
…
聖
…
ミ
i
5
～
5
・
聖
ー
ミ
i
■
ヒ
一
ミ
i
5
駐
5
一
ヨ
5
5
【
、
…
・
〕
1
、
■
一
…
5
E
F
5
峯
～
‘
…
5
5
E
廿
，
『
1
5
一
｝
5
－
5
硝
i
5
…
ミ
｝

郵
便
に
よ
る
申
請

－
郵
便
局
で
も
申
請
で
き
ま
す
巳

　
市
外
や
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
（
印

鑑
証
明
は
除
く
）
の
必
要
な
人
は
郵
便

で
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
必
要
な
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
民
課

に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
内
の
郵
便
局
で
も
備
え
付
け
の
申
請

書
に
記
載
し
て
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
西
本
町
二
く
西
本
町
二

　
　
　
　
　
　
　
　
西
本
町
三

　
四
月
一
日
か
ら
「
西
本
町
二
丁
目
」

が
二
つ
に
分
か
れ
て
「
西
本
町
二
丁

目
」
と
「
西
本
町
三
丁
目
」
に
な
り

ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
総
務
管

理
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
蹴
・

脚
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成6年3月10日5と6ガ夢＄

際
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　職難

寄席で健康づくりを訴える

～第8回とびたり健康まつり～

欝羅難1雛燕『一螺轍矯2
　鯉『　、P　　心ノ．鰯㌃＿泥屯、　、迅、’．織

カルタの好評に子供たちは大喜び

∵
』
隆

十日町小学校で手作り

　　「十日町カルタ」を製作

　～雪まつりで十日町をPR～

　
第
八
回
と
び
た
り
健
康
ま
つ
り
が
、
三
月
六

日
㈲
飛
渡
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
、
地
元
主
婦

や
お
年
寄
り
百
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
飛
渡

地
区
は
、
市
の
特
別
保
健
推
進
地
区
と
な
っ
て

い
て
、
地
区
を
あ
げ
て
山
歩
き
や
健
康
ま
つ
り

な
ど
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
午
前
中
は
労
働
衛
生
医
学
協
会
の
大
塚
政
人

氏
の
成
人
病
予
防
の
講
演
と
、
同
協
会
の
保
坂

順
子
氏
に
よ
る
元
気
の
で
る
ト
リ
ム
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
お
昼
に
は
減
塩
酒
か
す
汁
の
試

飲
。
午
後
か
ら
は
テ
レ
ビ
等
で
活
躍
し
て
い
る

若
手
落
語
家
、
林
家
彦
い
ち
氏
と
三
遊
亭
新
潟

氏
に
よ
る
健
康
寄
席
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
腹

が
よ
じ
れ
る
ほ
ど
大
い
に
笑
い
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
小
学
校
（
松
岡
中
庸
校
長
・
児
童
数

五
百
十
五
人
）
の
四
年
生
児
童
は
、
自
分
た
ち

で
描
い
た
絵
や
版
画
、
紹
介
文
を
も
と
に
「
十

日
町
カ
ル
タ
」
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二

月
十
九
日
ω
の
雪
ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
に
十
日

町
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
手
作
り
の
出
前
箱

に
入
れ
て
、
雪
ま
つ
り
会
場
や
駅
前
な
ど
で
交

流
を
図
り
な
が
ら
販
売
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ル
タ
は
、
「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
」
の

一
環
と
し
て
昨
年
四
月
よ
り
自
分
た
ち
の
住
む

こ
の
町
の
自
然
や
産
業
・
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
決
め
、
カ
ル
タ
を
作

る
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
人
と

触
れ
合
い
、
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
製
作

し
、
こ
の
二
月
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。罵さんの寄席に場内は大爆笑

鞭
雇
塑
噸
篶
市
内
各
地
で
開
催

　
水
沢
地
区
を
皮
切
り
に
開
い
て
い
る

説
明
会
に
、
多
く
の
人
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
質
問
・
要
望
の
内

容
と
市
の
考
え
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
質
問
…
指
定
袋
は
「
燃
え
る
ご
み
」

だ
け
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
燃

え
な
い
ご
み
」
の
指
定
袋
導
入
は
考
え

て
い
な
い
の
で
す
か
？

［
答
え
］
有
価
物
（
資
源
ご
み
）
回
収

を
モ
デ
ル
地
区
で
実
施
し
な
が
ら
、
指

定
袋
あ
る
い
は
そ
の
他
の
手
法
等
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
考
え
で
す
。

◆
質
問
…
買
い
物
袋
の
取
り
扱
い
方
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

［
答
え
］
指
定
袋
の
内
袋
（
生
ご
み
用
）

と
し
て
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
「
燃
え
な

い
ご
み
」
を
出
す
時
に
使
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
質
問
…
ス
ー
パ
i
・
販
売
店
な
ど
に

対
す
る
「
包
装
の
簡
素
化
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て活発な意見交換が行われています

い
ま
す
か
？

［
答
え
］
消
費
者
団
体
と
の
懇
談
会
の

場
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
販
売
店
に
協

力
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
質
問
…
畳
・
布
団
な
ど
「
燃
え
る
ご

み
指
定
袋
」
に
入
ら
な
い
も
の
は
ど
の

よ
う
に
処
理
す
れ
ば
い
い
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

［
答
え
］
「
指
定
袋
」
に
入
ら
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
直
接
、
焼
却
場
ま
で
自

分
で
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
七
月
一
日

よ
り
有
料
予
定
）
自
分
で
運
搬
で
き
な

い
人
は
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
（
有
料
で
す
）

◆
要
望
…
ご
み
の
分
別
（
燃
え
る
ご
み

と
燃
え
な
い
ご
み
）
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

［
答
え
］
…
新
年
度
か
ら
「
ご
み
収
集

計
画
表
」
と
一
緒
に
「
ご
み
の
出
し
方

一
覧
表
」
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

◆
要
望
…
簡
易
焼
却
炉
の
補
助
・
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

［
答
え
］
火
災
・
煙
公
害
等
の
問
題
も

あ
り
、
市
が
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
は
難

し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
他
市
町
村
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
日
程
〉
　
　
午
後
七
時
～
八
時

三
月
十
四
日
㈲
　
飛
渡
地
区

十
五
日
㈹
　
東
下
組
地
区

十
六
日
㈱
　
十
日
町
西
部
地
区

十
七
日
㈲
　
＋
日
町
東
部
・
南
部
・
中
部
地
区

十
八
日
働
　
美
佐
島
地
区

6
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麟

ペットボトルのいかだで川下り（平成5年7月）

飛渡第一小学校が県内で初めて

　　　「全国環境教育賞」を受賞

　～ユニークな体験学習が評価～

　
二
月
二
十
八
日
㈲
、
飛
渡
第
一
小
学
校
（
藤

島
康
太
郎
校
長
・
児
童
数
五
十
二
人
）
は
、
環

境
教
育
に
優
れ
た
実
績
を
上
げ
た
全
国
で
十
校

に
贈
ら
れ
る
「
全
国
小
学
校
・
中
学
校
環
境
教

育
賞
」
（
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
主
催
）
を
県

内
で
初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
地
区
公
民
館

や
老
人
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
体
験
学
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
手
作
り
の

わ
ら
じ
を
履
い
て
祖
父
母
が
通
っ
て
い
た
、
今

は
使
わ
な
い
旧
道
を
歩
く
、
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
い
か
だ
で
飛
渡
川
を
下
る
な
ど
、
飛
渡
地

区
の
自
然
の
美
し
さ
や
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

学
ぶ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
学
習
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

〈材料〉　約1鍋分
ひじき…1袋￥豚ひき肉…150

停、干しいたけ…6枚、つき
こんにゃく…1袋、人参・ご
ぼう…各中1本、油あげ…2
枚￥とうもろこし・枝豆…適
量、しょうが・ねぎ…少々、

しょう油・酒・油・塩・こし

よう、砂糖…適量

欝

萎
ウ

酒井綾子さん

（欝弛舗

　
冷
め
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す

、
ご
飯
に
混
ぜ
れ
ば
五
目
ご
飯
と
し
て

食
べ
ら
れ
る
料
理
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
一
品
で
す
。

　
お
い
し
く
食
べ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
野

菜
の
ア
ク
を
よ
く
抜
く
こ
と
と
、
ね
ぎ

と
し
ょ
う
が
を
軽
く
い
た
め
て
香
り
を

つ
け
る
こ
と
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
ひ
じ
き
は
水
で
も
ど
す
．

干
し
い
た
け
は
水
で
も
ど
し
て
、
千
切

り
に
す
る
。
②
人
参
は
三
弛
・
位
の
細
切

り
に
し
、
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に
し
て
、

よ
く
ア
ク
を
抜
く
。
③
油
あ
げ
は
細
か

く
き
ざ
ん
で
、
熱
湯
に
さ
っ
と
入
れ
て

油
を
抜
く
。
つ
き
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
塩

で
も
ん
で
か
ら
熱
湯
に
入
れ
ア
ク
抜
き

を
す
る
。
④
豚
ひ
き
肉
に
塩
・
こ
し
ょ

う
、
酒
を
振
り
か
け
て
、
生
ぐ
さ
さ
を

取
る
。
⑤
鍋
を
熱
し
て
か
ら
油
を
ひ
き
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
ね
ぎ
と
し
ょ
う
が

を
入
れ
て
軽
く
い
た
め
る
。
⑥
①
か
ら

④
と
、
し
い
た
け
の
も
ど
し
汁
、
各
種

調
味
料
を
入
れ
、
汁
分
が
半
分
位
に
な

る
ま
で
コ
ト
コ
ト
と
煮
る
。
⑦
仕
上
げ

に
と
う
も
ろ
こ
し
と
枝
豆
を
入
れ
る
。

きい登
みん蔓

漸釜
「サンフラワーズ」

　（監督＝村山安行）

　
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
は
、
四
年
前
に
綱

引
き
の
好
き
な
女
性
が
集
ま
っ
て
で
き

た
ク
ラ
ブ
で
す
。
会
員
は
監
督
だ
け
が

男
性
で
、
二
十
八
歳
か
ら
四
十
三
歳
ま

で
の
女
性
十
二
人
。
会
の
名
前
は
「
ひ

ま
わ
り
の
よ
う
に
元
気
よ
く
や
ろ
う
」

ど
の
願
い
を
込
め
て
あ
り
ま
す
。
二
月

二
十
七
日
に
新
発
田
市
で
行
わ
れ
た
「
日

本
海
カ
ッ
プ
綱
引
き
選
手
権
大
会
」
女

性
の
部
で
、
県
内
外
の
強
豪
チ
ー
ム
を

相
手
に
大
健
闘
し
、
準
優
勝
を
飾
る
な

ど
県
内
で
も
屈
指
の
綱
引
き
チ
ー
ム
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
綱
引
き
は
、
腹
筋
、
背
筋
を
は
じ
め

と
す
る
全
身
の
筋
力
を
使
い
ま
す
。
練

習
は
週
二
回
水
沢
中
学
校
の
体
育
館
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
腹
筋
、
背
筋
な
ど
基
礎

体
力
と
筋
力
の
強
化
に
重
点
を
置
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
「
腹
筋
、
背
筋
を
鍛
え

た
お
か
げ
で
、
数
年
来
悩
ま
さ
れ
て
い

た
腰
痛
が
治
っ
た
」
と
言
う
会
員
が
い

綱引きは健康づくりに最適と語る会員の皆さん

る
ほ
ど
、
綱
引
き
は
、
健
康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ま
た
、
練
習
で
汗
を
流
し
た
後
に
飲
む

お
酒
は
最
高
に
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　
チ
ー
ム
の
今
年
の
目
標
は
、
あ
と
三

，
回
あ
る
県
大
会
の
柏
崎
マ
リ
ン
カ
ッ
プ
、

J
A
綱
引
き
大
会
、
B
S
N
杯
の
う
ち

ど
れ
か
一
つ
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

市
内
で
開
か
れ
る
大
会
が
、
J
A
綱
引

き
大
会
だ
け
な
の
で
あ
と
一
回
は
開
け

た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
も
っ
と
綱
引
き
愛
好
者

と
ク
ラ
ブ
が
増
え
、
綱
引
き
協
会
が
で

き
て
協
会
主
催
の
大
会
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
綱
引
き
は
、
若
い
人
か
ら
年
輩
の
人

ま
で
だ
れ
で
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
綱
引
き
に
興
味
の
あ

る
女
性
は
、
村
山
安
行
（
盈
5
8
1
2
2

3
7
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

平成6年3月10日7とおガ夢3
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池

（
㈱
エ
［
コ
」
ノ
．
、
麟
鶴
）

田
　
和
　
明
さ
ん

團のを作るのが琳のころから好きでした・讐

　　人ぽい仕事といフのか、最初から最後まで創

意が生かせる仕事がしたくて、高校を卒業してす

ぐ入社し、5年目になります。

麟書は詣輪●ピアス●ネックレスなどの宝互

　　貝金属の製造加工で、自分は石を留めるまで

の作業をしています。型はいろいろあり、削る、

磨く、整えるという仕上げ作業は、それぞれに違

います。早くきれいに仕上がる方法を考えるため

工夫が必要です。職場は、いい人ばかりで気を使

わなくてすみ、とても良い環境です。

圏は・とさどきスキーに行きますが雪解吻

　　春を迎えると大好きなルアーフィッシンクの

季節が始まります。天気が良い休日は、朝早くか

ら心を浮き立たせて向います。対象はブラックバ

ス。釣り、上げるときは、引きが強くてけっこうは

ねて、釣りのだいご味を満喫できます。

藩慧灘灘鱗

縫
難

齋

　
　
　
　
　
　
め
ぐ
み

木
　
　
　
愛
さ
ん

（
㈱
イ
チ
ム
粥
辮
．
円
歳
）

三
年
間
で
七
十
二
人
の
若
い
人
た
ち
か

ら
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
「
青
春
エ
ン

ジ
ョ
ィ
」
は
、
今
回
を
も
ち
ま
し
て
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

圃校のときやったアノレ粥も人と接する仕事

　　でしたし、人と話すのが好きなのでこの会社

を選びました。お店は洋服を中心に並べられ、私

の仕事は、お客様が求められるものをご案内する

ことです。満足していただけたときは、やりがい

を感じますが、勤めてまだ1年に満たないのでめ

げることも多く、先輩の適切なアドバイスに勇気

づけられます。また、プライベートな悩み事にも

親切に相談にのってもらえます。

團日町は・きものの徴両親が織物の仕事をし

　　ていた関係から、きものは小さい頃から接し

て、見ていて飽きない、美しくも華麗な日本の大

切な文化だと思います。また、この街は落ち着い

ていて、人の温かさを．感じることのできる素晴ら

しい街です。ただ、雪のある季節にも家族そろっ

て1日を過ごせる、総合的なレジャー施設があれ

ば人が集まり活気のある街になると思います。

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
蟹
江
町
は
、
木

曽
川
、
長
良
川
、
蟹
江
川
の
三
川
の
河

口
に
位
置
し
水
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た

水
郷
の
町
で
す
。
昔
は
ど
の
農
家
に
も

天
井
裏
に
小
船
が
置
い
て
あ
り
、
水
が

出
る
と
小
船
に
乗
っ
て
避
難
し
た
と
い

う
程
水
害
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
町
は
農
業
の
他
に
こ
れ
と
い
っ
た
産

業
は
な
く
、
名
古
屋
市
内
へ
車
で
十
分

程
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
今
で
は
マ
ン
シ

ョ
ン
や
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
び
、
人
口
が

三
万
人
を
超
え
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
名
古
屋
近
辺
は
、
女
の
子
が
生
ま
れ

る
と
親
は
貯
金
を
始
め
ま
す
。
普
段
質

素
な
生
活
を
し
、
嫁
さ
ん
に
や
る
と
き

な
ど
節
目
に
は
「
派
手
」
に
お
金
を
か

け
て
や
る
と
い
う
土
地
柄
で
す
。

　
わ
た
し
は
勤
め
人
の
家
に
生
ま
れ
、

一
戸
建
て
の
団
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

短
大
を
卒
業
し
、
名
古
屋
市
の
職
員
と

な
り
養
護
施
設
に
勤
め
ま
し
た
が
、
演

劇
に
憧
れ
東
京
に
出
て
劇
団
「
現
代
座
」

庭野悦子さん
　（新座3・28歳）

愛知県
あ　まぐんかにえちょう

海部郡蟹江町

に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
前
の
五

月
、
十
日
町
で
行
っ
た
「
星
と
涙
と
風
」

の
公
演
が
き
っ
か
け
で
主
人
と
知
り
合

い
結
婚
し
ま
し
た
。
全
国
を
歩
い
て
み

て
、
十
日
町
の
若
い
人
の
団
結
力
と
パ

ワ
ー
は
と
っ
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

　
嫁
ぎ
先
は
花
作
り
の
専
業
農
家
。
芝

居
で
は
演
じ
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
に

　
　
り

左
右
さ
れ
る
農
家
の
大
変
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
子
供
が
産
ま
れ
た
今
、
演
劇

を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
と
違
い
、
周
り
を

見
る
目
も
変
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
若
々

し
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
暮
ら
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県

憲
鼻

福塘鼻

甑斧県

轡ル夢が
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⑱所育保西

こし　い　ひろ　き

越井裕貴くん

　（6歳）

　ぶたを見に行ったんだ。ぶたが

おしっこをするところを見たよ。

手と足がじょうずにかけたよ。

灘
、

‘
　
、
塑

簑
、
、

藤
、

にわ　 の　　み　　ほ

庭野美穂ちゃん
　　（6歳）

　なかよしのちゃぼのみるとくん

だよ。わたしえさを手でやったり、

だっこしたりできるのよ。

　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
ン
奥

團
ス
轟

総
鰍
購

オ
話
．
・

ポイ

、

伽
雌

Take　care．

“お元気で”

卒業、転勤等で移動の多い3月。しばらく会えなく

なる人にはどんなひと言が良いでしょうか。

（《さんオ曝Eさんを見送る場面）

A：Se網mea陣就Ga園．（おだま拶、下さ鱒）

日三①樋鮒．緩え、必ず）

A：②下ak¢¢灘e．（お元気廼）

91鞠a醸s．③》◎眺o◎．（あゆがとう。あなだも

　　お元気で〉

　①のwi”は意志を表わしますので、このように返事

をしたら必ず約束を実行するようにしましょう。②は

「お大事に」、「体に気をつけて」という意味があり、

会話の他にも手紙文などでよく使われます。言ってく

れた相手にも、③のように同じ気持ちを返してあげる

といいですね。

　一般に日本ではもっと丁寧に別れの言葉を述べます

が、英語圏では意外とあっさりしたものです。国によ

ってはほほとほほをくっつけたり、軽く抱きあったり

といった別れのあいさつもあります。

　では皆さん、4月になるまでTakecare！

……i

②
㌧
璽

＠

桑
原
重
次
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍬
柄
沢
・
7
2
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
ん
そ
う
。
去
年
も
悪
か
っ
た
ど
も
そ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
っ
と
悪
か
っ
た
の
。
食
う
米
も

　
　
　
　
灘
宙
囎㎜灘

．
，
・
’

　
お
れ
　
　
　
　
　
　
う
ち

　
俺
が
お
ら
家
で
何
代
目
だ
か
よ
く
わ

か
ら
ね
や
ん
だ
ど
も
、
生
ま
れ
て
か
ら

ず
ー
と
こ
こ
で
暮
し
て
き
た
ん
そ
う
。

　
た
だ
冬
は
仕
事
が
ね
え
ん
だ
ん
が
出

稼
ぎ
に
い
っ
た
ん
そ
う
。
昭
和
九
年
に

学
校
お
わ
っ
て
、
初
め
て
叔
父
さ
ん
の

世
話
で
東
京
深
川
の
「
ち
く
ま
味
噌
店
」

に
い
っ
た
ん
だ
ど
も
、
峠
ご
え
し
て
石

打
駅
か
ら
二
円
五
十
銭
ぐ
れ
え
の
汽
車

賃
だ
と
思
っ
た
が
の
う
。

　
こ
の
昭
和
九
年
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち

そ
う
、
六
月
に
は
大
火
事
が
あ
っ
て
家

が
七
軒
と
土
蔵
の
五
つ
六
つ
が
燃
え
た

ん
そ
う
。
今
ま
で
の
中
で
一
番
お
っ
か

ね
か
っ
た
の
う
。
そ
い
か
ら
こ
の
年
は
、

長
雨
が
つ
づ
い
て
米
が
取
ん
ね
か
っ
た

な
く
て
そ
う
、
ほ
ん
と
う
に
困
っ
た
ん

そ
う
。
さ
つ
ま
い
も
や
カ
ボ
チ
ャ
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
く

っ
ぺ
え
い
れ
た
ん
を
食
っ
て
た
ん
そ
う
。

　
学
校
は
野
中
小
学
校
ま
で
、
今
の
道

が
ま
だ
切
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
ん
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
よ

池
沢
の
水
路
の
ほ
う
の
土
手
道
を
通
っ

た
ん
そ
う
。
あ
の
頃
鍬
柄
沢
で
も
小
学

生
が
十
五
、
六
人
も
い
た
て
。
帰
り
道

に
、
入
間
川
で
ア
ユ
、
カ
ジ
カ
、
イ
ワ

ナ
を
山
が
さ
を
網
が
わ
り
に
し
て
よ
く

取
っ
た
ん
そ
う
。
あ
の
こ
ろ
は
魚
取
り

が
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
。
今
は
川

が
汚
れ
て
い
っ
そ
だ
め
だ
の
。

　
お
ら
の
若
い
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
戦
争

が
始
ま
っ
た
ど
き
で
、
仲
間
も
戦
死
し

た
り
し
て
せ
つ
ね
え
か
っ
た
ほ
う
が
多

か
っ
た
の
う
。

　
今
は
だ
ん
だ
ん
年
と
っ
て
足
が
悪
く

な
っ
て
困
ら
ん
だ
ど
も
、
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
で
浪
曲
を
聞
い
た
り
、
テ
レ
ビ
を

見
て
気
楽
に
し
て
ら
ん
そ
う
。
雪
が
消

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
え

え
た
ら
、
山
の
林
に
入
っ
て
、
ワ
サ
ビ

づ
く
り
に
汗
流
さ
ん
を
楽
し
み
に
し
て

ら
ん
だ
て
。

平成6年3月10日9とおガ夢お
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国民健康保険からお知らせします
　　～医療費と国民健康保険料～

医療費の財源

　　　　　　　　　　　　　　　　円　　　　　　　　　　　　　　　千　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　万　　　　　　　　　　　　93　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　担　　　　　　　　負　　　　　　　の　　　　　　険　　　　　保　　　　康　　　　健　　国民懸

・
病
気
や
ケ
ガ
は
、
い
つ
私
た
ち
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
国
保

は
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
れ
る

よ
う
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
助
け
合

い
の
制
度
で
す
。

〈
医
療
費
と
保
険
料
〉

　
病
院
の
窓
口
に
保
険
証
を
出
す
と
、
一

部
負
担
金
は
3
割
で
す
。
こ
の
自
己
負
担

も
一
定
額
を
超
え
る
と
高
額
療
養
費
の
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
の
例
で
は
、
7
割
と
高
額
療
養

費
（
9
3
万
7
千
円
）
が
国
保
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
国
・
県
・
市
の
補
助
金

で
5
5
％
、
保
険
料
で
4
5
％
を
ま
か
な
い
ま

す
。　

十
日
町
市
で
は
、
平
成
4
年
1
2
月
頃
か

ら
医
療
費
が
増
加
し
は
じ
め
、
5
年
上
半

期
で
は
一
人
当
た
り
1
5
・
5
％
上
昇
し
、

県
平
均
の
妊
％
を
は
る
か
に
超
え
た
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
増
減
は
保
険

料
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
　
　
国
民
健
康
保

欝
懸
難
灘
険
料

金
稠
　
割

翻
3
　
．
”
　
雛

欝
　
　
　
　
　
脚
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

　
　
　
7
割

鑛
　
　
　
　
　
灘
　
　
金

灘
灘
鑛
縫
　
担

国
県
市
の
負

　
保
険
料
は
、
国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
族
そ
ろ

っ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、
住

民
健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
を
活
用
し
た

り
し
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
心
が
け

る
な
ど
国
保
の
健
全
運
営
に
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
医
療
費
通
知
の
活
用
〉

　
国
保
で
は
、
年
5
回
医
療
費
通
知
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
通
知
は
、
お

医
者
さ
ん
や
歯
医
者
さ
ん
な
ど
に
か
か
っ

た
人
の
月
別
の
件
数
と
医
療
費
（
1
0
割
）

を
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
の
医
療
記
録
や
金
額
が
わ
か
る
と

と
も
に
健
康
づ
く
り
や
正
し
い
受
診
の
方

法
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
費
通

知
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き
、
日
々
の
生
活

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国
保
係

　
（
智
内
線
蜘
・
m
）
へ
。

県立十日町病院

　県立十日町病院では、県内の県立病院と

同じく4月からすべての土曜日の外来を休

診いたしますので、ご協力をお願いします。

（急患の人は診察します。病棟は開いてい

ます）

■問い合わせ　県立十日町病院（費57－

5566）へ。

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社

会
教
育
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
6
年
度
に
公
民
館
を
、
毎
月
1

回
以
上
定
期
的
に
利
用
し
て
、
学
習
・

文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
社

会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団
体
・
グ
ル

ー
プ
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
3
月
2
0
日
側
ま
で
に
、

　
利
用
団
体
等
の
代
表
者
は
利
用
す
る

　
各
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
用
紙
は
各
地
区
公
民
館
に

　
あ
り
ま
す
。

▼
十
日
町
市
公
民
館
（
費
57

－
5
0
1
1
）

▼
中
条
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
2
7
4
8
）

▼
川
治
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
2
2
2
3
）

▼
吉
田
地
区
公
民
館
（
智
52

－
2
8
マ
4
）

▼
下
条
地
区
公
民
館
（
智
5
5
－
2
0
0
4
）

▼
飛
渡
地
区
公
民
館
（
盈
5
9
－
2
0
3
2
）

▼
六
箇
地
区
公
民
館
（
費
52

－
5
4
3
4
）

■
期
　
間
　
平
成
6
年
4
月
～
7
年
3

月
　
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

30

分
（
専
門
講
師
が
指
導
）

■
経
　
費
　
◎
自
治
会
費
2
、
5
0
0

　
蟄
　
ー
ス

食
べ
　
も
の

　
　
　
　
　
　
　
手
づ
く
り
の
器
で
、

焼
　
　
　
　
物

シ
ネ
マ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル

郷
土
文
化
研
究

美
　
　
　
　
術

　
　
　
　
　
　
　
水
彩
画
や
油
絵
、

情
報
処
理
基
礎

旅
の
プ
ラ
ン

遊
び
の
探
究

　
　
　
　
　
　
　
方
法
、

全
体
学
習

　
ハ
特
別
講
座
）

自
治
会
活
動

円◎
教
材
費
“
実
費
自
己
負
担

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

内
　
　
　
　
　
　
　
　
容

－
り
な
が
ら
、
健
康
を
守
る
食
生
活
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

の
器
で
、
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

撮
影
・
編
集
等
の
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

歴
史
や
文
化
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

油
絵
、
イ
ラ
ス
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

情
報
処
理
機
器
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

・
で
企
画
立
案
し
て
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

椙
具
を
し
ら
べ
新
し
い
遊
び
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ

タ
イ
ム
で
す
。

工
員
で
組
織
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ャ
ン
プ
・
公
民
館
ま
つ
り
・

・
り
等
の
活
動
を
し
ま
す
。

プ0
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話
　
．
－

三好園のサービスが充実します
～津南町の老人保健施設「みさと苑」が開所～

〈
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
〉

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
の

増
築
工
事
が
今
月
末
に
完
成
し
、
四
月
か

ら
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

ロ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
在
宅
介
護

　
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
　
障
害
が
あ

　
っ
て
、
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
支
障

　
の
あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
に
対
し

　
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

■
シ
ョ
i
ト
ス
テ
イ
　
従
来
は
専
用
ベ
ッ

　
ト
が
6
床
で
し
た
が
、
新
た
に
2
0
床
追

　
加
し
て
2
6
床
で
短
期
入
所
を
行
い
ま
す
。

■
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
E
型
を
追
加
　
従
来

　
は
B
型
と
し
て
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
症

　
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
行

　
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
痴
呆
症
の

　
人
を
対
象
と
す
る
E
型
を
追
加
し
、
B

　
型
と
E
型
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

　
ま
す
。

〈
老
人
保
健
施
設
「
み
さ
と
苑
」
〉

津
南
町
芦
ヶ
崎
に
老
人
保
健
施
設
「
み

さ
と
苑
」
が
、
四
月
に
開
所
し
ま
す
。

■
老
人
保
健
施
設
　
病
状
が
安
定
し
て
い

　
て
も
、
な
お
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年

寄
り
に
対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

看
護
・
介
護
を
提
供
し
、
家
庭
復
帰
を

目
指
し
ま
す
。

■
入
所
対
象
者
　
老
人
医
療
受
給
者
証
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
入
院
治
療
を
す
る

必
要
は
な
い
が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　
ン
・
看
護
・
介
護
を
必
要
と
し
、
家
庭

復
帰
を
目
指
す
人
で
す
。

■
入
所
手
続
き
　
直
接
施
設
に
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
申
込
書
は
社
会
福
祉
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
高
齢

福
祉
係
（
智
内
線
搦
）
へ
。

～届け出はお早目に～

　3月、4月は転勤や入学・就職などで、移動す

る人が1年のうち最も多い季節です。住所が変わ

った場合は、早目に転出、転入手続きを済ませて

ください。

■転出の場合　他の市町村へ転出するときは、あ

　らかじめ転出先の住所と予定月日（1週間前か

　ら届出可能）を届けてください。学生の場合も

　自宅から通学できない学校に入ったときは、転

　出届が必要です。

　〉持参するもの……①認印②国民健康保険証

　（加入者のみ）③印鑑登録証（交付者のみ）④

老人医療受給者証（交付者のみ）

■転入の場合　他の市町村から転入してきたとき

　は、14日以内に届けてください。

　〉持参するもの……①認印②転出証明書（前住

所地の市町村で発行したもの）③国民健康保険

証（国民健康保険に加入している世帯に転入し

加入する場合）④年金手帳（前住所地で加入し

　ていた人、十日町市で新たに加入する人）

■問い合わせ　市民課市民係（智内線146・147）へ。

　
3
月
31
日
か
ら
、
次
の
区
域
が
供
用

開
始
さ
れ
ま
す
。

■
供
用
開
始
町
内
　
城
之
古
1
・
2
・

　
3
、
北
新
田
1
・
2
、
妻
有
町
西
1
・

　
2
、
川
治
上
町
2
、
川
治
下
町
1
・

　
2
・
3
、
谷
内
丑
1
・
2
、
明
石
町

　
の
そ
れ
ぞ
れ
各
一
部

■
早
目
に
つ
な
ぎ
込
み
を

　
こ
の
区
域
の
家
庭
や
事
業
所
で
は
、

①
台
所
、
風
呂
場
、
浄
化
槽
な
ど
か
ら

　
出
る
汚
水
の
排
水
設
備
を
設
置
し
て

　
く
だ
さ
い
。

②
汲
み
取
り
便
所
は
、
3
年
後
の
平
成

　
9
年
3
月
3
0
日
ま
で
に
水
洗
便
所
に

　
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

③
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
・
改
築
で

　
便
所
を
改
造
す
る
と
き
は
、
水
洗
便

　
所
で
な
い
と
建
築
基
準
法
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

　
と
　
き
　
3
月
1
4
日
㈲
～
2
8
日
㈲

と
こ
ろ
　
建
設
部
下
水
道
課

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
管
理
係

　
（
盈
内
線
闘
・
鵬
）
へ
。

由硯β12臥但水洗化普及率

処理区域 対象棟数 接続棟数 水洗化率

中央第1処理分区 2，533 2，372 93．6％

中央第2処理分区 1，641 1，388 84．6％

川治処理分区 788 376 47．7％

公共下水道合計 4，962 4，136 83．4％

吉田北部地区 378 320 84．7％

　
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
、
年

金
受
給
額
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
月
額

1
0
、
5
0
0
円
か
ら
1
1
、
1
0
0

円
に
な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
月
額

4
0
0
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

〈
便
利
で
お
得
な
「
前
納
制
度
」
〉

　
前
納
し
た
場
合
と
毎
月
納
め
た
場
合

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
定
額
保
険
料
の
場
合

　
毎
月
納
付
…
…
1
3
3
、
2
0
0
円

　
前
　
納
：
…
…
i
2
9
、
9
9
0
円

　
割
引
額
…
…
…
…
…
3
、
2
1
0
円

■
定
額
と
付
加
保
険
料
の
場
合

　
毎
月
納
付
…
…
1
3
8
、
0
0
0
円

　
前
　
納
…
…
・
：
1
3
4
、
6
7
0
円

　
割
引
額
：
：
…
…
…
：
3
、
3
3
0
円

■
前
納
を
希
望
す
る
人
は

　
3
月
3
0
日
㈱
ま
で
に
、
市
民
課
年
金

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で

も
受
け
付
け
ま
す
）
平
成
5
年
度
以
前

か
ら
前
納
し
て
い
る
人
は
、
前
納
扱
い

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
〉

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
農
業
や
商
工

業
な
ど
の
自
営
業
や
学
生
は
「
第
一
号

被
保
険
者
」
と
な
り
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る

と
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係
（
盈

　
内
線
幽
・
螂
）
へ
。
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嚢
．
鵠
舞
麗

■
該
当
す
る
子

▼
ー
回
目
…
平
成
5
年
7
月
1
日
～
1
2

　
月
31
日
の
間
に
生
ま
れ
た
乳
児

▼
2
回
目
…
平
成
5
年
1
月
1
日
～
6

　
月
3
0
日
の
間
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

▼
そ
の
他
…
投
与
日
に
4
歳
未
満
で
、

　
ま
だ
2
回
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

■
投
与
の
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔

　
で
2
回
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔

　
が
離
れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く

　
だ
さ
い
。

■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子

①
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障

　
害
の
あ
る
乳
幼
児

②
過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状
を

　
起
こ
し
た
乳
幼
児

③
下
痢
を
し
て
い
る
乳
幼
児

④
二
種
混
合
、
三
種
混
合
の
予
防
接
種

　
を
受
け
て
1
週
間
た
た
な
い
幼
児

■
投
与
前
の
注
意

①
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

　
て
い
て
、
問
診
票
の
記
入
が
で
き
る

　
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
都
合

　
の
つ
か
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

　
問
診
票
を
保
健
衛
生
課
に
取
り
に
き

　
て
く
だ
さ
い
。

②
投
与
前
は
、
健
康
管
理
に
十
分
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
与
日
は
、
朝
と
昼
の
体
温
を
計
っ

　
て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
風
邪
な
ど
で
投
与
を
受
け
る
の
が
不

　
安
な
と
き
は
、
主
治
医
と
相
談
し
て

　
き
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

①
母
子
健
康
手
帳

②
印
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を
持

　
参
す
る
と
き
は
除
く
）

③
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

　
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

　
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

　
を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　
午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
0
分

■
会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

六川
箇治
　●●
士

下

大十
井日
田町

地

邑条
水
　
沢

●　　　　　　　　●

中新
条座

区

4 4
月 月’ 期

6 5
日 日 霞

㈱ （幻

※
問
診
票
は
、
中
条
・
吉
田
・
下
条
・

　
水
沢
の
各
地
区
公
民
館
に
も
用
意
し

　
て
あ
り
ま
す
。

酒
害
の
懇
談
会

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
3
月
1
8
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
鵬
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど
、

悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
3
月
2
2
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆

フ
ィ
ツ
ト
ネ
ス
講
習
会

ロ
と
　
き
　
3
月
2
4
日
㈲

　
　
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

■
講
師
関
口
陽
子
氏
（
エ
リ
ア
ド

　
ゥ
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
i
）
他

　
7
人

■
内
　
容
　
①
講
演
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

運
動
の
基
礎
的
な
知
識
」
②
実
技
「
エ

　
ア
ロ
ビ
ク
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
他

■
対
象
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る

健
康
な
人

■
参
加
費
　
無
料
（
入
館
料
の
み
徴
収
）

■
申
し
込
み
　
当
日
総
合
体
育
館
で
受

け
付
け
ま
す
．

　
『
体
育
施
設
年
間
利
用
券
』
で
体
力
つ
く
り
を
　

　
平
成
6
年
度
分
の
申
し
込
み
は
、
4

月
1
日
働
か
ら
始
め
ま
す
。

①
有
効
期
限
は
平
成
7
年
3
月
31
日
ま

　
で
と
な
り
ま
す
。
（
4
・
6
・
1
2
か
月

　
券
共
通
）

②
月
の
途
中
で
申
し
込
ん
だ
場
合
、
残

　
り
の
日
数
を
ひ
と
月
に
数
え
ま
す
。

③
シ
ー
ズ
ン
と
は
、
施
設
開
場
日
か
ら

　
閉
場
日
前
日
ま
で
を
い
い
ま
す
。

④
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、
屋
内
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
、
市
民
体
育
館
は
、
夜
間
開

　
放
種
目
の
み
年
間
利
用
券
で
使
用
で

　
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
へ
。

施　設　名
一般・

高校生
中学生
以　下

（共　通）

総合体育館

市民体育館

武　道　館

4か月券

6か月券

12か月券

1，200円

1，800円

3，000円

600円

900円
1，500円

庭　球　場

陸上競技場

4か月券

シーズン券

1，000円

1，800円

500円

900円

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
　

　
平
成
6
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
受
け
付
け
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
奉
仕
活
動
な
ど
の
際

の
傷
害
事
故
、
第
三
者
に
与

え
た
損
害
や
突
然
死
に
見
舞

金
を
支
払
う
よ
う
に
つ
く
ら

れ
た
、
営
利
を
目
的
と
し
な

い
補
償
制
度
で
す
。

　
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
万
一

に
備
え
て
加
入
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育

　
館
へ
。

区分

A B C
・スポーツ少年団、ボーイス

カウトなどの中学生以下

のグループ

・高校・成人の文化活動、社

会奉仕活動のグループ

・老人クラブ団体

　（ゲートボール・

　ハイキングクラ
　ブ）など

・ママさんバレー、早起

き野球チームなどの

地域スポーツ団体

・高校の運動部、会社

などの同好会

掛　金 1人年額400円 1人年額600円 1人年額1，300円

傷
害
保
険

後遺傷害

死　亡

最高

2，000万円

最高
500万円

最高

2，000万円

入　院
1日につき

4，000円

1日につき

1，800円

1日につき

4，000円

通　院
1日につき

1，500円

1日につき

1，000円

1日につき

1，500円

賠償責任保険
（補償限度）

対人賠償1人1億円、1事故5億円（自己負担1，000円〉

対物賠償500万円（自己負担　1，000円）

共済見舞金 突然死および日射病、熱射病による死亡　50万円

ブ2
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春
休
み
短
期
水
泳
教
室

　
　
～
幼
児
・
学
童
・
成
人
～

■
と
　
き
　
3
月
2
7
日
㈲
～
4
月
2
日

　
ω
（
3
0
日
㈱
は
休
み
）

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ

　
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
ク
ラ
ス
　
①
幼
児
・
学
童
（
4
歳
～
1
4

　
歳
）
：
i
2
0
人
”
午
前
1
0
時
3
0
分

　
～
正
午
　
②
成
人
女
性
（
昼
の
部
）

　
1
8
歳
以
上
…
1
0
人
”
午
後
1
時
3
0
分

～
、
3
時
　
③
成
人
男
女
（
夜
の
部
）

…
1
0
人
”
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　
※
日
曜
日
の
み
　
学
童
一
午
後
1
時

　
3
0
分
～
3
時
　
成
人
女
性
u
午
後
3

時
～
4
時
3
0
分

■
参
加
費
　
会
員
口
5
、
0
0
0
円

　
　
　
非
会
員
”
6
、
5
0
0
円

■
送
　
迎
　
幼
児
・
学
童
の
み
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。
（
日
曜
日
は
な
し
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
智
5
8
1
3
3

4
3
）
へ
。

原
付
講
習
（
実
技
）
会

　
道
路
交
通
法
に
よ
り
「
原
付
免
許
試

験
」
を
受
験
す
る
人
は
、
交
通
安
全
協

会
の
「
原
付
講
習
」
を
受
け
な
い
と
、

免
許
試
験
に
合
格
し
て
も
運
転
免
許
証

は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会

に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
．
3
月
2
1
日
㈱
、
2
7
日
㈲
、

　
4
月
3
日
㈲
、
1
7
日
㈲

　
集
合
”
午
前
8
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー

■
持
参
す
る
も
の
　
新
潟
県
収
入
証
紙

　
（
3
、
9
⑪
0
円
）
住
民
票
抄
本

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ

　
ー
（
盈
5
7
－
6
0
5
5
）
へ
。

ク
ロ
ス
ー
0
「
物
産
ホ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
3
月
3
1
日
休
店

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
3
月
31
日
㈲
棚
卸

の
た
め
「
物
産
ホ
ー
ル
」
と
「
喫
茶
コ

ー
ナ
i
」
を
休
店
い
た
し
ま
す
。

第
2
回
手
打
ち
そ
ば
の
会

■
と
　
き
　
3
月
2
0
日
㈹
午
前
9
時
～

■
と
こ
ろ
　
飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

■
参
加
費
　
大
人
”
2
、
0
0
0
円

　
　
　
　
小
・
中
学
生
H
3
0
0
円

　
　
（
飲
酒
す
る
人
は
5
0
0
円
追
加
）

■
申
し
込
み
　
3
月
1
5
日
㈹
ま
で
に
阿

部
広
志
（
東
枯
木
又
智
59
－
2
2
1

0
）
へ
。

副交通安全キャンペーン

ヘヲ、

■交通マナーのアップは家族ぐるみで

　交通安全の原点は家庭

にあります。家族みんな　　　い　Q
　　　　　　　　　　　　じぱ
が交通事故を起こさない、　．、

被害にあわないように日　‘．．
頃から話し合いましょう。　　　（零

2月中の交通事故発生状況（）は累計

叢晦癒 欝墾締数 負傷灘数 死灘数

十日町市
平成6年 6（23） 6（31） 0（2）

平成5年 15（24） 16（26） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成6年 7（11） 7（12） 0（0）

平成5年 7（15） 7（20） 1（1）

計
平成6年 13（34） 13（43） 0（2）

平成5年 22（39） 23（46） 1（1）

　　　　　吹雪による視界不良で

　慰　　　　　　　正面衝突事故
　　璽

　　　　　2月13日（日）午前9時10分ご

　　　　ろ、県道稲葉川西線の直線道路

で、柏崎市の35歳の男性が運転する普通

乗用車と松代町の40歳の男性が運転する

軽ライトバンが、急の吹雪で見通しが悪

く減速したが、中央を走って正面衝突し

40歳の男性が負傷しました。

　
『
就
学
援
助
制
度
』

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が
困
難

な
児
童
生
徒
（
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
児
童
生
徒
）
に

対
し
て
、
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

を
こ
利
用
く
だ
さ
い
　
　

　
　
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

　
学
校
・
地
区
の
民
生
児
童
委
員
か
教
育

　
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教

　
育
課
（
盈
内
線
謝
）
へ
。

　就学援助費（予定額）

学用品・通学用品費

　小学校　1　　年　　　10，500円

　　　　　2～6年　　12，560円
　中学校　1　　年　　20，600円

　　　　2・3年　　22，660円
新入学用晶費

　小学校1年　　　　　　18，900円

　中学校1年　　　　　　21，800円

体育実技用具費（スキー用具）

　小学校1・4年　　　　18，900円

　中学校1年　　　　　　34，500円

修学旅行費（宿泊を伴うもの）

　小学校5年または6年

費
費
料
　
　
料
費
　
　
分

　
　
学
　
　
学
　
　
　
担

実
実
見
　
　
見
実
　
　
負

　
　
費
　
費
　
　
者

　
　
通
　
通
　
　
患

　
　
交
　
交
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
費
　
年
　
　
療

　
　
加
費
学
　
　
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
年
参
加
象
　
　
　
よ

　
3
等
参
対
費
他
に

　
校
足
練
校
　
　
　
病

　
学
遠
訓
学
食
の
校

　
中
ス
季
中
　
　
　
学

　
　
バ
夏
　
　
給
そ

曹
市
史
リ
ポ
ー
ト
と
お
か
ま
ち
』
第
7
集
を
刊
行
　

・
A
5
判
　
　
詮
響
勤
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
き

．
頒
布
魏
”
灘
。
3
。
円

．
販
売
講
騰
の
各
書
店

く
内
　
容
㎜
懸
欝
購
難
麟
購

①
中
世
議
㈱
、
、
灘
纏
鶴
道
雄
）

　
　
　
き

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
き
　
　
　
　

②
江
戸
時
代
の
道
中
記
　
（
須
藤
重
夫
）

③
中
魚
沼
の
蚕
糸
業
・
近
代
（
新
宮
璋
一
）

④
梵
鐘
と
鋳
物
師
　
　
　
（
大
島
伊
一
）

⑤
十
日
町
　
雪
の
く
ら
し
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
橋
勝
男
）

⑥
産
地
変
革
の
さ
き
が
け

　
　
マ
ジ
ョ
リ
カ
物
語
　
（
滝
沢
栄
輔
）

⑦
続
・
絹
織
物
生
産
を
め
ぐ
る
女
性
た

　
ち
の
世
界
　
　
故
老
の
語
り
に
よ
る

　
点
描
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
　
滋
）

※
ほ
か
に
中
学
生
の
市
史
づ
く
り
応
募

　
作
品
1
3
点
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
史
編
さ
ん
室
（
博

　
物
館
内
盈
5
7
1
5
5
3
1
）
へ
。

ブ3とお』ザ夢二　平成6年3月m日

目1戸曙雁il l



lI曜l …1口翻1

置鱗
灘
欝
灘
鱗
灘
灘
講
馨

　
信
濃
川
は
大
水
の
た
び
ご
と
に
流

れ
を
変
え
、
中
州
の
島
も
位
置
が
移

動
し
た
り
形
を
変
え
て
き
て
い
た
。

　
こ
の
掲
載
写
真
は
一
九
一
年
前
、

享
和
三
年
に
南
鐙
坂
村
・
北
鐙
坂
村

と
十
日
町
村
・
高
山
村
の
間
で
和
解

が
成
立
し
、
境
界
が
定
っ
た
と
き
の

も
の
で
あ
る
。
当
時
の
信
濃
川
の
本

流
は
川
西
側
河
岸
段
丘
の
真
下
に
あ

り
、
鐙
坂
か
ら
は
船
で
島
へ
渡
っ
て

耕
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
島
を
鐙
島
の
人
た
ち
は
八
分
島

と
呼
ん
で
い
る
。
今
の
位
置
で
は
十

日
町
橋
の
あ
た
り
か
ら
南
鐙
坂
の
下

あ
た
り
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
八
分
島
と
い
う
名
称
は
、
十
日
町

村
と
の
訴
訟
で
島
の
八
分
を
両
鐙
坂

村
分
と
し
、
二
分
を
十
日
町
村
、
高

山
村
分
に
す
る
と
い
う
調
停
が
成
立

し
・
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
島
地
は
元
禄
年
間
に
は
耕
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
し

か
荒
地
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
寛
政

十
一
年
、
両
鐙
坂
村
で
は
こ
の
島
の

開
墾
を
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
十

日
町
村
の
う
ち
諏
訪
村
で
は
、
島
は

諏
訪
島
の
向
島
で
あ
る
と
主
張
し
両

鐙
坂
村
と
の
間
で
争
い
が
起
っ
た
。

　
両
鐙
坂
村
は
白
河
藩
の
領
地
で
あ

り
、
十
日
町
村
は
会
津
藩
の
預
り
地

で
あ
っ
た
か
ら
事
件
は
一
層
め
ん
ど

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
お
互
い
に
自
分
た
ち
の
役
所
へ
訴

　
　
　
ら
ち

え
て
も
將
が
あ
か
な
い
。
役
所
で
は

仲
裁
人
を
立
て
て
解
決
を
は
か
ろ
う

と
す
る
が
、
お
互
い
の
主
張
を
繰
り

返
す
ば
か
り
で
あ
り
、
時
に
は
仲
よ

く
五
分
ず
つ
に
と
い
う
案
が
示
さ
れ

た
が
両
鐙
坂
村
が
納
得
し
な
い
。

　
最
後
に
中
条
村
庄
屋
二
人
が
仲
裁

に
入
り
、
五
か
年
の
論
争
が
よ
う
や

く
和
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
灘

難

　　　　　博蟹菰’叢
中州は8対2に分割された

灘

か
φ

お㎝
、
鱗
箋

　
犠

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
欝

　腹部が白く見えるのがキンクロハジロのオス

です。オスは腹部だけが白く他は真っ黒で、頭

の後ろにちょんまげを付けているように見えま

す。水の中の餌をとるため水中に潜ります。丸

写真は、潜ろうとするところで、頭と胴体は水

中に、足はまだ水の上にあります。

　浅ヶ原調整池では、左の図に示したように6
種類のカモの仲間が冬を過ごしています。不思

議なことにそれぞれのカモは、毎年ほぽ同じ場

所で見ることができます。同じカモが毎年来る

のでしょうか。それとも、水の深さなどの要因

によるのでしょうか。

　　渦

ガ
モ

　　　マガモ
・（点線内
　、㍉

　、、

　　　も
　　　8
　　　∂

　　1　　ノ
、　ノ叫　　　　も

バカルガ毛ノ

一→斗ヒ

灘
難欝繊

㎜

鰻，

響

　3月3臼㈱夜、想治中町の國道欝灘沿
鵬の潔王堂饗、多聞炎子供輝轡薬璽解行

われました。この催しは．鞭集繭に復活

し《がら今圃で簸回園を逓えまじだ。

　i堂内驚地区の人が、今き簾の豊維逡繁供

たちの育やかな成長を願瞬お経を墨げま

し癒。その後、底冷えの誘葛境内懸、羅

供だちがまか総る福擁を奪韓老麹う老激

じくもみ合騨、騨鐙ン認、サンi劃の元気

な掛け声澄黄毯騨歓声が響》嫌籔濾し鵡

市の動き
　　　　　鯉翻鎌圏魏蕪鎌

麟鐵團　顯，懸鶏熟醸麟網鋸畿⑳

　　　男　　麗，醜灘鐵蕉戴　一翻

　　　糞i　麗，建駿熟譲　鍵　辮鍛

磁毯欝数　　鯉，鰹癒　礫翻蜷一籔

‘
編
集
後
記

　
四
月
か
ら
市
の
行
政
機
構
の
見
直
し

に
よ
り
、
文
書
広
報
係
が
広
聴
事
務
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
元
。
広
聴

と
は
、
広
く
人
々
の
意
見
や
要
望
を
聞

く
こ
と
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
、
要

望
を
絶
え
ず
把
握
し
、
そ
れ
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
市
民
生
活
優
先
の

行
政
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
聴
活
動
は
、
行
政
情
報
が
十
分
に

伝
達
さ
れ
、
判
断
す
る
た
め
の
情
報
が

十
分
に
市
民
に
伝
わ
っ
て
こ
そ
、
適
格

な
把
握
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
今
後
ま
す
ま
す
広
報
の
役

割
り
は
大
切
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
広
報
に
対
す
る
し
っ
た
激

励
が
、
担
当
者
の
支
え
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
㊧
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